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大阪市エコボランティア活動報告書 （チーム活動版）   記録者氏名：桝元慶子 

日 時  2025 年 3 月 8 日（土） 10：00 〜 12：00  天候： 晴 

場 所 湿地、２階交流スペース 
 

講座・活動名 
湿地モニタリング調査 ＆ 観察園全樹木調査 毎月第 2 土曜定例 

(今回講師の都合で日程変更) 

参加者 
21 名        構成:  講師 2 名、（環境局 1 名） 

NTT 西日本関西支店 5 名、エコボラ 11 名、事務局 2 名 

講師名 鈴木真裕（大公大）、北川ちえこ＊
（エコボラの場合氏名に＊印をつける） 

内 容 生き物調査、標本作製、データ入力、水質分析（報告書作成） 

使用器材 

資材・道具 

（持参、借用等も含む）鎌、ｐH 計、EC 計、ビーカー、標準液、蒸留水、洗ビン 

調査用紙、ボード、バケツ、網、バット、スポイト、マイクロスコープ、PC 

振り返り 

 

エコボラ通信に

掲載することが

あります。 

・先月数を減らしていたアメリカザリガニは、今回の５回すくいとりで、大５匹、小５匹が

見つかり、特に 6ｍｍ程度の小さいものが複数出てきたことで、また増えてくることが

懸念される 

・来月はいくつかの餌を用意して、もんどりを使用して駆除を試してみる予定 

・周囲の草は刈りこんであったが、さらに枯れたものを取り除いた 

・およそ年１回実施している水質分析を行った。採水箇所は、中央部と給水口に近い

場所の２か所で、採水後、ｐH も EC もほぼよい結果となった。あわせて観察園内の

各所での採水、土壌採取を行い、分析も行った。 

全樹木調査の準備 

・今月までは山のエリア工事のために、一般来園者がないため、母屋周辺の樹木を対

象に 29 本の計測を行った。 

・ウメなど 5m を超えない樹木が多く、スラントレベルではなく、ジャーマンメジャーで樹高

を測定した。計測担当者は少人数だったが、容易に計測できた。 

 

事務局への 

伝達事項 

次回案内等 

 

 

 
 

スタッフ氏名 活動内容 参加者氏名 活動内容 

西田敏子 植物調査 NTT のみなさん 動物調査、樹木調査準備 5 名 

木山正隆 植物調査 鈴木真裕 動物調査、標本整理 

竹原秀樹 植物調査 北川ちえこ 植物調査、草取り 

中谷憲一 昆虫調査 （環境局 武田） 植物調査、樹木調査準備 

林耕太 植物調査 （事務局 新名） 器材・資料準備、撮影 

鈴川博司 草取り、枝伐り （事務局 村上） 器材・資料準備、撮影 

桝元慶子 水質分析、撮影   

芝崎美世子 動物調査   

福川昇 動物調査   

渡辺喜代子 植物調査   

田中伸二 動物調査   

いずれかに○→（〇）裏面に図面、写真等を添付した  （  ）裏面なし （  ）詳細はファイルで提出  
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日 時 2025 年 3 月 8 日（土） 記録者 桝元慶子 

講座・活動名 湿地モニタリング調査 
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日 時 2025 年 3 月 8 日（土） 記録者 桝元慶子 

講座・活動名 湿地モニタリング調査 
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日 時 2025 年 3 月 8 日（土） 記録者 桝元慶子、中谷憲一 

講座・活動名 湿地モニタリング調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

日 時 2025 年 3 月 8 日（土） 記録者 桝元慶子 

講座・活動名 湿地モニタリング調査 
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日 時 2025 年 3 月 8 日（土） 記録者 桝元慶子 

講座・活動名 水質・土壌分析・観察園全樹木調査 

水試料は自然体験観察園内６か所、土壌試料は同３か所で採取し、同日ｐH、EC を分析した。 

pH はガラス電極式(KCl)のデジタルｐH 計を、EC もポータブル導電率計を用いた。なお、土壌は、「土

壌診断マニュアル〜土壌測定診断室における分析法〜（平成 19 年 1 月山口県農林水産部）」の、

「第２ 土壌の簡易分析 １．生土容積法」にしたがって行い、上澄液を試料として測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


